
家庭ごみの回収依頼は…
クリーンセンター TEL04-7157-7411

党市議団が実施したアンケート（2/13現在途中経過）には、
現在の「透明・半透明」の袋併用が市民の願いです。

指定ごみ袋への
ご意見、中止・延期の要望は…

市役所秘書広報課

TEL 04-7150‐6063 fax 04-7150‐0111

メール hishokouhou@city.nagareyama.chiba.jp

指定袋の製造事業者は5社（2月25日現在）。全てが市外事

業者で、全事業所が大量のCO2を排出している素材を輸入し

ています。

担当部長も「昨今の原材料等の値上げにより、指定袋の値

上げの可能性はある」と言及。指定袋以外の使用ができない

ため、家計への負担は増すばかりです。

日本共産党の質問に対し、市は流通量も販売量も把握していないと

答弁。見切り発車との指摘にも否定できませんでした。これで、本当

に始めていいのでしょうか？

市議会では、日本共産党の質問に、公
衆衛生上やポイ捨てなどの場合、「個別
状況に応じて対応」を約束しました。

4月以降、指定ごみ袋を使用していな
いため、一度は回収されなかった家庭ご

みもしっかり分別がされていれば、自治
会やごみ集積当番だけで悩まずに、クリー
ンセンターへご連絡してください。

回収してもらいましょう。

「燃やすごみの３
割(重量比)でプラ
スチック混在」も
誤解

2月21日広報説明も、
実は事実誤認が発覚。
「燃やすごみ」は家

庭ごみだけではなく、
焼却炉内に捨てられた
すべての「燃やすごみ」
のこと。「説明機会を
得て、誤解のないよう
説明する」と言っても
時間はありません。
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同時

現行ルールで捨てたごみ袋も回収を!!
８割が「現行ルールとの併用」を希望

公衆衛生や

通行上問題…

市議団HP→

現行ルール
との併用

80.1％

←分からない 4.9％

感染対策＆ワクチン接種そっちのけ!?
変更された市HP

ポイ捨てなど
排出者が不明


